
秋田県

企
画
展

◆

地
域
連
携
展

●「
記
録
資
料
に
み
る
大
地
創
造

ー
大
潟
村
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

大
潟
村
干
拓
博
物
館

・
８
月
１
日
～

月

日

12

26

本
館
２
階

特
別
展
示
室

・

前
期

８
月

日
～
９
月

日

21

28

後
期

月
２
日
～

月
３
日

10

11

◆
公
文
書
館
講
座

古
文
書
解
読
講
座

●
（
入
門
編
）

５
月

日
・

日

16

30

６
月

日
・

日

20

27

７
月

日
・

日

11

25

（
応
用
編
）

７
月

日
（
午
前
・
午
後
）

18

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

５
月
８
日
・
６
月

日
19

７
月

日
・
８
月
７
日

10

９
月

日
・

月
９
日

11

10

月

日
・

月

日

11

13

12

11

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日
・

日

28

29

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
行
事
予
定

今
年
度
の
行
事
予
定

【昭和 年「八郎潟干拓事務所引継綴」( 】「秋田県八郎潟土地利用計画図 可知第３案」 39 930807-30126)

連携展「記録資料にみる大地創造」に展示する図面で、大正 年( )に農商務省技師の可知寛一が作成13 1924

した第３案です。ポンプで排水し13,884haの干拓地を造成する計画で、残存水面は中央に描かれています。



今
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
は
、
左
の

日
程
で
５
月

日
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま

16

す
。
本
紙
第

号
で
案
内
し
ま
し
た
が
、

48

「
入
門
編
」
は
全
６
回
を
連
続
し
て
受
講

す
る
こ
と
で
、
く
ず
し
字
解
読
の
実
力
を

養
っ
て
い
き
ま
す
。
第
１
・
２
回
は
、
候

文
の
言
い
回
し
な
ど
か
ら
始
め
、
徐
々
に

古
文
書
の
中
身
に
入
り
ま
し
た
。
義
賊
と

し
て
知
ら
れ
た
鼠
小
僧
を
題
材
に
、
興
味

深
く
解
読
の
基
礎
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

７
月
に
開
催
の
「
応
用

編
」
は
古
文
書
の
解
読
経
験

の
あ
る
方
を
対
象
と
し
、

「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
か
ら

戦
国
大
名
小
野
寺
氏
旧
臣
の

文
書
、
そ
し
て
秋
田
藩
９
代

藩
主
佐
竹
義
和
の
事
績
を
記

し
た
「
御
亀
鑑
」
を
読
ん
で

い
き
ま
す
。
歴
史
的
背
景
の

話
を
交
え
な
が
ら
、
古
文
書

解
読
の
醍
醐
味
を
楽
し
ん
で

頂
き
ま
す
。

年
度
本
館
で
は
、
大
潟
村
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
連
携
展

「
記
録
資
料
に
み
る
大
地
創
造
」
を
開
催

し
ま
す
。
八
郎
潟
は
、
か
つ
て
日
本
で
二

番
目
に
大
き
な
湖
で
し
た
。
こ
の
八
郎
潟

を
干
拓
し
巨
大
な
陸
地
を
誕
生
さ
せ
、
し

か
も
そ
こ
に
単
一
の
自
治
体
を
設
置
す
る

…
日
本
史
上
最
大
の
干
拓
事
業
を
進
め
る

過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
公
文
書
や
図
面
が

作
成
さ
れ
た
の
か
？
を
視
点
に
資
料
を
列

品
し
ま
す
。

示
会
場
は
［
大
潟
村
干
拓
博
物

館
］
と
［
秋
田
県
公
文
書
館
］

の
二
会
場
。
日
時
・
開
館
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
大
潟
村
干
拓
博
物
館

日
時

令
和
７
年
８
月
１
日
（
金
）

～

月

日
（
金
）

12

26

開
館
時
間

午
前
９
時～

午
後
４
時

分
30

休
館
日

９
月
ま
で

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

月
か
ら

毎
週
火
曜
日

10
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

入
館
料

大
人
３
０
０
円

小
中
高
校
生
１
０
０
円

今展

○
秋
田
県
公
文
書
館
会
場

［
前
期
展
］
８
月

日
（
木
）

21～
９
月

日
（
日
）

28

［
後
期
展
］

月
２
日
（
木
）

10

～

月
３
日
（
月
）

11

開
展
時
間

午
前

時
～
午
後
５
時

10

休
館
日

毎
週
水
曜
日

観
覧
料

無
料

文
書
館
会
場
で
は
、
前
期
・
後

期
で
資
料
を
完
全
に
入
替
え
し

ま
す

［
前
期
展
］
で
は
、
主
に
湖
を
干

。

拓
地
に
す
る
ま
で
を
扱
い
ま
す
。
昭
和
39

年
（
１
９
６
４
）
新
村
の
名
称
を
公
募
し

た
際
に
応
募
さ
れ
た
１
位
か
ら
１
８
０
位

ま
で
の
村
名
案
を
一
挙
に
展
示
し
ま
す
。

［
後
期
展
］
で
は
、
大
潟
村
政
の
始
ま
り

と
防
潮
水
門
を
テ
ー
マ
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
干
拓
工
事
開
始
か
ら
完
工
ま
で
の
写

真
を
ド
ー
ン
と
展
示
！
こ
れ
は
圧
巻
で
す
。

拓
博
物
館
会
場
は
、
公
文
書
館

会
場
の
前
後
期
展
で
列
品
す
る

資
料
と
同
じ
も
の
も
あ
り
、
ま
た
こ
ち

ら
だ
け
の
も
あ
り
、
両
館
に
足
を
お
運

び
く
だ
さ
れ
ば
、
違
い
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ま
、
乞
う
御
期
待
。【

畑
中
康
博
】

公干

令
和
７
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座
（
入
門
・
応
用
編
）

連
携
展
「
記
録
資
料
に
み
る
大
地
創
造
」

回 時間 講師

第1回 5/16 (金)
10:30～
12:00

畑中康博

第2回 5/30 (金)
10:30～
12:00

畑中康博

第3回 6/20 (金)
10:30～
12:00

畑中康博

第4回 6/27 (金)
10:30～
12:00

畑中康博

第5回 7/11 (金)
10:30～
12:00

柴田知彰

第6回 7/25 (金)
10:30～
12:00

渡部拓

回 時間 講師

第1回
10:30～
12:00

佐藤一幸

第2回
13:30～
15:00

伊藤勝美

入 門 編 （連続６回受講）

実施日 テーマ

鼠小僧次郎吉尋問書写を読む その１

鼠小僧次郎吉尋問書写を読む その２

変体仮名徹底攻略 その１

変体仮名徹底攻略 その２

武家文書を読む その１

武家文書を読む その２

応 用 編

実施日 テーマ

秋田藩家蔵文書を読む－小野寺旧臣の文書をもとに－

「御亀鑑」を読む（２）
　　　　　　－秋府十・寛政５年８月朔日条を中心に－

7/18 (金)

公文書館だより第49号 2

令和６年度開催の古文書解読講座



戦
前
か
ら
映
画
館
で
は
、
本
編
映
画
の
幕
間
に
ニ
ュ

ー
ス
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和

年
（
１
９

15

）

「

」

、

４
０

に
は
国
策
で

日
本
ニ
ュ
ー
ス

が
制
作
さ
れ

戦
後
は
「
読
売
国
際
ニ
ュ
ー
ス

「
東
映
ニ
ュ
ー
ス
」
ほ

」

か
多
数
が
参
入
し
ま
し
た
。
当
館
が
開
館
し
た
平
成
５

年
（
１
９
９
３

「
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
」
の
終
刊
で
ニ
ュ

）、

ー
ス
映
画
の
歴
史
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
開
館
当
日
か
ら
秋
田
県
制
作
の
「
県
政

ニ
ュ
ー
ス
」
を
閲
覧
公
開
に
供
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

（

）

、

「

」

年

２
０
０
９

か
ら
は

毎
年

県
政
映
画
上
映
会

も
開
催
し
、
好
評
を
博
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
昭
和

～

年
度
「
県
政
映
画
関
係
綴

（
９

」

30

31

３
０
１
０
３
―
３
０
５
１
５
）
を
紹
介
し
ま
す
。

戦

後
の
映
画
黄
金
期
、
昭
和

年
（
１
９
５
５
）
に
は
映

30

画
館
入
場
者
数
が
８
億
７
千
万
人
近
く
に
上
っ
て
い
ま

し
た
。
既
に

年
代
に
は
、
映
画
館
の
集
客
力
を
利
用

20

し
、

年
代
末
の
秋
田
県
で
は
、
大
判
広
報
誌
「
県
政

20

グ
ラ
フ

、
写
真
広
報
板
（
秋
田
駅
、
県
庁

、
巡
回
広

」

）

報
バ
ス
が
視
聴
覚
広
報
の
手
段
で
し
た
。

昭
和

年
、
公
選
２
代
目
の
池
田
徳
治
知
事
の
任
期

29

四
年
目
、
秋
田
県
政
は
市
町
村
合
併
、
八
郎
潟
干
拓
調

査
、
鎧
畑
発
電
所
建
設
な
ど
大
事
業
に
向
か
っ
て
、
広

く
県
民
の
理
解
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

知
事
室
総
務
課
広
報
係
で
は

「
宮
城
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」

、

を
参
考
に
し
て
、
翌

年
、
公
選
３
代
目
の
小
畑
勇
二

30

郎
知
事
の
就
任
後
に
県
政
映
画
「
県
政
だ
よ
り
」
第
１

号
を
完
成
し
公
開
し
ま
し
た
。
映
像
は
、
広
報
係
の
備

品
の

ミ
リ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
で
し
た
。

16
当
初

「
県
政
だ
よ
り
」
に
よ
る
広
報
は
、
県
庁
で
フ

、

ィ
ル
ム
を
保
管
し
、
官
公
署
・
学
校
・
各
種
団
体
に
貸

し
出
す
方
式
で
し
た
。
第
３
号
か
ら
は
県
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
（
秋
田
・
大
館
・
横
手
）
に
フ
ィ
ル
ム
を
配

給
し
、
市
町
村
長
に
利
用
の
普
及
を
依
頼
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
細
か
な
貸
出
手
続
き
を
要
し
た
た
め
、
県
民

が
気
軽
に
観
ら
れ
る
映
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

そ
こ
で
、
昭
和

年
、
東
京
都
と
千
葉
県
の

31

例
に
倣
い
、
常
設
映
画
館
へ
の
上
映
委
託
に
よ
る
方

式
に
転
換
し
ま
し
た

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
と
改
称

。

し
、
フ
ィ
ル
ム
も
映
画
館
用
に

ミ
リ
判
を
使
い
ま

35

し
た
。

映
画
黄
金
期
に
は
週
替
わ
り
で
新
作
が
映
画
館
に

掛
け
ら
れ
、
次
週
以
降
は
２
番
館
か
ら
３
番
館
へ
と

巡
回
さ
れ
ま
し
た

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
も
こ
の
仕

。

組
み
に
乗
り
、
４
週
間
で
県
内
各
地
の
映
画
館
に
巡

回
し
ま
し
た
。

昭
和

年
度
か
ら
の
食
糧
増
産
・
地
下
資
源
及

31

び
森
林
資
源
開
発
の｢

総
合
振
興
五
カ
年
計
画｣

を

進
め
る
た
め
、
映
画
館
で
の
広
報
は
県
民
の
理
解

と
協
力
を
得
る
上
で
絶
大
な
効
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。下

の
写
真
は
、
昭
和

年
１
月
に
公
開
さ
れ
た

32

「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
第
４
号
の
巡
回
上
映
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
一
部
で
す
。
広
報
係
長
に
よ
る
１
月
８

日
の
起
案
文
書
に
添
付
さ
れ
た
「
県
政
映
画
上
映

館
名
及
び
上
映
日
程
」
で
す
。
起
案
文
書
自
体
に

は
赤
鉛
筆
で
大
き
く

と
書
か
れ
ま
し
た
。

「
急
」

そ
れ
も
そ
の
は
ず
！

写
真
の
と
お
り
、
第
１
週
の
上
映

開
始
は

日
で
し
た
。
１
本
の
「
県
政
ニ
ュ
ー
ス
」
を

10

映
画
館
に
掛
け
る
ま
で
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
時
間
と
労
力

を
費
や
し
た
様
子
が
窺
え
ま
す
。

ほ
か
に
も

企
画
原
案
・
制
作
経
緯
・
広
報
活
動
な

、

ど
、
県
政
映
画
誕
生
時
の
文
書
が
山
盛
り
で
す
。
上
映

会
を
お
楽
し
み
に
な
っ
た
後
、
こ
の
「
県
政
映
画
関
係

」

。

【

】

綴

も
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

柴
田
知
彰

公文書館だより第49号 3

「
県
政
映
画
関
係
綴
」

～
昭
和

～

年
度
の
記
録
～

30

31

資
料
紹
介



ま
ず
、
掲
載
し
た
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
人
体
図
で
、

人
間
の
血
管
が
鮮
や
か
な
着
色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
描
い
た
の
は
、
石
井
忠
行
、
幕
末
の
藩
士
で
、
号
を

た
だ
つ
ら

「
伊
頭
園
」
と
言
い

「
伊
頭
園
茶
話
」
な
ど
の
随
筆
の

、

い

つ

そ
の

執
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
図
の
出
典
は
、

「

」

（

）

、

、

落
穂
籠

７
巻

混
架
７
―
５
０
３

で

こ
の
ほ
か

お
ち

ぼ

か
ご

内
臓
や
脳
の
図
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
図
は
「
経
絡
二
脈
相
連
図
」
と
題
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
下
に
小
さ
い
文
字
で

「
新
書
所
引
有

、

写
誤
矣
、
今
依
本
書
正
之
」
と
あ
り
ま
す
。
意
味
は

「
新

、

書
の
引
く
と
こ
ろ
に
誤
り
が
あ
る
。
い
ま
本
書
で
そ
れ
を

正
し
く
示
す
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

人
体
図
と
「
新
書
」
と
く
れ
ば
、
た
だ
ち
に
思
い
う
か

ぶ
の
は
「
解
体
新
書
」
で
す
。
同
書
の
復
刻
版
を
あ
た
っ

て
み
る
と
、

丁
目
の
裏
面
に
「
動
脈
血
脈
篇
図
」
と
し

11

て
同
じ
図
が
あ
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て

「

解
体
新
書
』
の
血
脈
図
に
誤
っ
た
部

、
『

分
が
あ
る
の
で
、
い
ま
こ
こ
で
そ
れ
を
正
し
く
示
す
」
と

し
て
書
き
直
し
た
の
が
こ
の
図
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
者
で
も
な
い
者
に
し
て
は
大
胆
な
も
の
言
い
で
す
が
、

博
覧
強
記
の
石
井
の
こ
と
で
す
か
ら
、
他
に
「
ネ
タ
本
」

が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
描
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も

「
解
体
新
書
」
の
元
図
は
白
黒
で
す

、

か
ら
、
こ
の
着
色
が
石
井
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の
か
、
興
味

ぶ
か
い
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
注
目
し
た
い
の
は
、
冒
頭
に
「
以
下
四
大
洲
論
迄

蝦
嶋
増
毛
初
度
越
年
在
陣
中
写
」
と
あ
る
点
で
す

「
四

。

大
洲
論
」
と
は
、
こ
の
図
を
初
め
と
し
て
、
以
下
に
描
か

れ
て
い
る
臓
腑
図
・
泌
尿
器
官
図
・
脳
の
図
の
４
つ
の
図

。

、

、

解
を
指
し
て
い
ま
す

そ
し
て

そ
れ
を
書
写
し
た
の
は

蝦
夷
の
増
毛
で
越
年
し
た
時
だ
と
書
い
て
い
ま
す
。
幕
府

ま
し
け

は
ロ
シ
ア
の
接
近
に
対
応
す
る
た
め
、
安
政
６
年
（
１
８

５
９
）
に
、
東
北
諸
藩
へ
蝦
夷
地
を
分
領
化
す
る
政
策
を

断
行
し
ま
し
た
。
増
毛
は
秋
田
藩
領
と
な
り
陣
屋
が
置
か

れ
ま
し
た
。
石
井
は
、
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
閏
５
月

か
ら
同
２
年
７
月
ま
で
増
毛
に
軍
事
要
員
と
し
て
詰
め
て

い
ま
す
。
こ
の
時
、
そ
の
増
毛
の
陣
屋
で
こ
の
図
を
描
い

た
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
石
井
は
こ
の
増
毛
警
備
の

出
張
に
さ
い
し
、
少
な
く
と
も
「
解
体
新
書
」
を
携
え
て

出
か
け
た
と
い
う
こ
と
な
り
ま
す
。

さ
す
が
膨
大
な
随
筆
文
を
残
し
た
石
井
。
凡
庸
な
武
士

。

【

】

の
発
想
を
超
え
て
い
ま
す

金
森
正
也

公文書館だより第49号 4

カ
ラ
ー
版｢

解
体
新
書｣
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秋
田
県
公
文
書
館
・秋
田
県
立
図
書
館

は

年
で
開
館

年
を
迎
え
ま
す
。両
館

今

32

で
は
、江
戸
の
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
名
高
い
蔦
屋
重
三
郎
と
組
ん
で
安
永
・

つ
た

や

じ
ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う

天
明
期
の
黄
表
紙
等
の
戯
作
本
や
狂
歌
の

げ

さ
く
ぼ
ん

作
家
と
し
て
活
躍
し
た
秋
田
藩
士
平
沢
常

富
（
号
は
「
朋
誠
堂
喜
三
二
」
、「
手
柄
岡

ほ
う
せ
い
ど
う

き

さ
ん

じ

て

が
ら
の
お
か

持
」
、「
道
蛇
楼
麻
阿
」
等
）
に
よ
る
「
手
柄

も
ち

ど
う

だ

ろ
う

ま

あ

岡
持
自
筆
作
品
並
び
に
関
連
資
料
」
と
し

「
五
十
五
日
記
」

て
、秋
田
県
指
定
有
形
文
化
財
（
書
跡
・典

籍

）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
資
料
を
収
蔵

17
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
資
料
や

そ
の
他
の
出
版
物
と
と
も
に
、常
富
の
秋
田

藩
江
戸
留
守
居
役
と
し
て
の
活
躍
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
や
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺

～
」
の
主
人
公
で
あ
る
重
三
郎
や
常
富
が

生
き
た
江
戸
の
街
に
関
す
る
資
料
等
を
展

示
し
ま
す
。

ど
う
か
ご
来
館
い
た
だ
き
、平
沢
常
富
と

そ
の
時
代
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場
所

２
階

特
別
展
示
室

日
程

５
月

日
（
木
）

29

～
７
月
１
日
（
火
）

時
間

９
時

分
～

時

30

17

（
た
だ
し
、６
月
４
日
、

～
日
11

日
、

日
は
休
館
日
）

18

25【
伊
藤
成
孝
】

「
松
茸
図
自
画
賛
」

公
文
書
館
で
は
、
書
類
、
資
料
を
大
切

に
保
管
す
る
た
め
、
保
管
し
て
い
る
書
庫

内
の
環
境
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
週
一
回
程
度
、
温
度
、
湿
度

が
適
正
な
数
値
内
に
あ
る
か
を
、
書
庫
内

の
温
湿
度
計
で
測
り
、
確
認
し
ま
す
。
温

度
の
適
正
数
値
は
、
公
文
書
を
保
管
す
る

第
１
、
第
２
書
庫
で
は
、
温
度
が

℃
前

22

後
、
湿
度
が

％
～

％
で
す
。
古
文
書

40

55

を
保
管
す
る
貴
重
書
庫
で
は
、
温
度
が
23

℃
前
後
、
湿
度
が

％
～

％
で
す
。

50

60

書
庫
内
の
温
湿
度
は
、
外
気
の
影
響
や

書
庫
内
の
空
調
装
置
に
よ
る
管
理
の
加
減

に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
の
で
、
そ
の
数

値
を
把
握
し
て
適
正
数
値
外
の
状
態
が
長

く
続
く
よ
う
な
ら
、
対
策
を
取
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
温
湿
度
が
適
正
数
値
外
に
な

る
時
期
は
、
６
月
の
梅
雨
時
、
７
，
８
月

の
夏
場
の
、
外
気
が
高
温
多
湿
に
な
る
時

が
多
い
で
す
。

ま
た
、
書
庫
内
に
有
害
虫
捕
獲
ト
ラ
ッ

プ
を
設
置
し
て
、
書
庫
内
に
い
る
虫
を
捕

獲
し
て
、
書
類
等
に
虫
害
が
無
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

【
中
田
暁
】

当
館
所
蔵
資
料
の
複
写
物
は
、
許
可
を

受
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
出
版
・
掲
載
・

放
映
又
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
へ
掲
載
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
映
像
資
料
の
上
映
な

ど
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
公
文
書
館

長
は
、
①
公
文
書
館
の
設
置
の
目
的
に
反

す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
②
公
文
書
館
の

業
務
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い

か
、
③
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人

権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
等
の

要
件
を
審
査
し
、
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
の
説
明
や
申
請
書
等
の
様

式
は
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
閲

覧
室
と
資
料
の
ご
利
用
方
法
」
に
詳
し
く

記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
く

だ
さ
い
。
直
接
当
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
許
可
に
つ
い
て
は
一
週
間
程
度

時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
期
間
に
余
裕
を

持
っ
て
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
中
田
暁
】

公文書館だより第49号 5

公
文
書
館
・
図
書
館
連
携
展
示

「
平
沢
常
富
と
そ
の
時
代
」
開
催

ひ
ら
さ
わ

つ
ね

ま
さ

書
庫
内
の
環
境
管
理

書
庫
内
の
環
境
管
理

出
版
・
掲
載
・
放
映
等

出
版
・
掲
載
・
放
映
等

許
可
申
請
に
つ
い
て

許
可
申
請
に
つ
い
て



国
内
二
番
目
の
広
さ
を
誇
っ
た
八
郎
潟

の
干
拓
に
つ
い
て
は
、
幾
度
か
話
に
上
が

り
ま
し
た
が
、
昭
和

年
度
に
着
工
と
な

32

り
ま
し
た
。
以
降
長
い
年
月
を
か
け
て
大

潟
村
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

当
館
で
保
存
し
て
い
る
県
政
映
画
の
中

、

。

に

い
く
つ
か
映
像
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

干
拓
工
事
前
に
開
催
さ
れ
た
漁
民
大
会

で
は
立
錐
の
余
地
も
な
い
状
態
で
、
近
隣

漁
民
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

小
畑
知
事
も
交
え
、
補
償
問
題
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

年
に
は
八
郎
潟
干
拓
調
査
事
務

27

所
が
設
け
ら
れ
、
世
界
銀
行
調
査
団
や
技

術
者
の
視
察
が
あ
り
、
干
拓
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
計
画
当
初
は
漁
民

た
ち
の
反
対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
漁
業
よ

り
も
多
く
の
利
益
を
生
む
農
家
に
な
る
こ

と
、
補
償
が
十
分
な
さ
れ
る
こ
と
で
賛
成

へ
と
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。

起
工
式
に
先
立
ち
、
八
竜
神
社
前
で
干

拓
の
早
期
完
遂
の
祈
願
祭
と
、
湖
で
命
を

失
っ
た
人
々
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
起
工
式
に
は
内
外
の
関
係
者
お
よ
そ

千
人
が
集
ま
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
世
紀

の
大
事
業
の
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。

す
で
に
で
き
あ
が
っ
た
干
拓
地
で
は
、

初
め
て
の
大
型
機
械
化
作
業
に
よ
る
稲
作

の
実
験
農
場
が
設
け
ら
れ
、
将
来
干
拓
地

で
行
う
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
一
貫
作

業
を
実
験
し
て
い
ま
す
。

昭
和

年
、
県
で
は
干
陸
に
よ
っ
て
新

39

し
く
生
ま
れ
る
村
を
大
潟
村
と
名
付
け
、

臨
時
県
議
会
に
諮
り
ま
し
た
。
八
郎
潟
干

陸
と
大
潟
村
の
誕
生
を
祝
う
記
念
式
典
の

様
子
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

入
植
者
を
育
成
す
る
訓
練
所
の
開
所
式

及
び
入
所
式
の
様
子
も
残
さ
れ
て
い
ま

。

、

す

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で

競
争
率

倍
の
狭
き
門
を
く
ぐ
っ
た

人

10

58

は
緊
張
の
面
持
ち
で
出
席
し
ま
し
た
。
訓

練
生
は
大
型
農
業
に
対
処
す
る
た
め
、
全

員
が
大
型
特
殊
免
許
を
取
る
た
め
に
勉
強

し
ま
す
。
一
年
の
訓
練
を
終
え
た
修
了
式

の
様
子
も
映
像
に
残
っ
て
い
ま
す
。

昭
和

年
に
は
、
待
望
の
役
場
の
竣
工

43

と
入
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
所
や

駐
在
所
の
開
設
、
消
防
団
の
結
成
な
ど
本

格
的
な
村
づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

本
館
で
は
、
大
潟
村
に
関
し
て
企
画
展

を
８
月

日
か
ら
９
月

日(

前
期)

、

21

28

10

月
２
日
か
ら

月
３
日(

後
期)

の
間
、
展

11

示
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
も
足
を

。

【

】

お
運
び
く
だ
さ
い

中
田
暁

今
年
度
か
ら
「
公
文
書
館
だ

よ
り
」
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
編
集
作
業
を
担
当、

す
る
の
は
今
回
初
め
て
の
た
め

過
去
の
資
料
等
を
見
な
が
ら
悪

戦
苦
闘
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
文
書
館
は
、
歴
史
的
な
資
料
と
し
て

重
要
な
公
文
書
、
古
文
書
等
の
記
録
の
保

存
、
利
用
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で

す
。
馴
染
み
が
薄
く
感
じ
る
面
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
様
に
親
し
み
を
持

っ
て
も
ら
う
よ
う
更
に
努
力
し
て
ま
い
り

。
【

】

た
い
と
思
い
ま
す

鈴
木
久
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DVD-00002「漁民大会とオランダ政府代表の視察」(昭和31年) DVD-00072「干拓すすむ八郎潟」(昭和40年)

DVD-00003「干拓を待つ八郎潟」（昭和31年）※ DVD-00087「八郎潟入植訓練はじまる」(昭和41年)

DVD-00004「河野農相八郎潟を視察」(昭和31年) DVD-00098「八郎潟第１次入植訓練終わる」(昭和42年)

DVD-00013「氷下のひき網」（昭和33年）※ DVD-00100「新春を迎えた大潟村」(昭和43年)

DVD-00018「八郎潟干拓工事始まる」(昭和33年) DVD-00106「進む村づくり～大潟村」(昭和43年)

DVD-00021「八郎潟干拓工事」(昭和34年) DVD-00115「八郎潟干拓工事完成」(昭和44年)

DVD-00051「干拓工事進む」(昭和38年) DVD-00166「特集…大潟村」(昭和51年)

DVD-00055「干陸はじまる八郎潟」(昭和38年) DVD-00172「３年目を迎えた小麦の収穫」(昭和52年)

DVD-00064「大潟村誕生」(昭和39年) 　※は映像が途中で途切れ音声のみ


